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論文内容要旨

頭頸部腫瘍や脳

は,腫瘍内石灰化

異なる資料のs圭gn3玉茎nten醗yraセio(S亙R)およびC

成熟した石灰化

ciUin凶os画ate

を耀いた。HA

20威を注いだガ

をプラスチック

ァントムとした。なお,MR撮像の際は,ガラス

MRiは,Ti強調駈

。瞭,スライス

ぞれのガラス瓶

 蒸留水の信号強度の比をS眠

CTは,管電圧12

と同一のファント

この結果,DCPD

た。、DCPD-HA

った。HAファン

DCPDファントム
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は異なり・低～

高いSエRを示
 の順に高かった。

CT値は,全てのフ

 高いファントムが,高いCT値を示す傾向がみられた。

以上より,TIW1で

 ることが示唆された。

審査結果要旨

頭頸部腫瘍や脳腫

像で石灰化はT2

灰化が高信号を

の関連について
 1舞究はみられなかった。

本研究では,腫瘍

 の異なる石灰化ファントム

観究は以下の方

Dica}ci膿1油Gs⑳

5)を用いた。H

液を20観潅いだ

並べて立てたも

は,ガラス瓶の周

て,それぞれの試

は,S亙R測定に用いたファントムと同一のフ

本論文よ甑以下

なつ七おり,低

ど齢'S亙Rを示
登Aの順に高かっ

度でもHAの比率

する乙カルシウ

 は異なった大きさや性状の石灰化

本研究からTま強

なく,成熟過程で

する上で有用な情

 認める。
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